
　

平
成
27
年
歌
始
会
の
お
題
が
『
本
』

と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
お
題
は
『
本ほ

ん

』

で
す
が
、『
ぼ
ん
』、『
ぽ
ん
』『
も
と
』

等
の
よ
う
に
読
ん
で
も
よ
く
、『
本
』

の
文
字
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
れ
ば
差
し

支
え
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
本
を
表

す
内
容
で
あ
れ
ば
、『
本
』
の
文
字
が

な
い
場
合
で
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ

ん
。

【
詠
進
歌
の
詠
進
要
領
】　

①
詠
進
歌
は
、
お
題
を
詠
み
込
ん
だ
自

作
の
短
歌
で
一
人
一
首
と
し
、
未
発
表

の
も
の
に
限
り
ま
す
。

②
書
式
は
、
半
紙
（
習
字
用
の
半
紙
）

を
横
長
に
用
い
、
右
半
分
に
お
題
と
短

歌
、
左
半
分
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
電

話
番
号
、
氏
名
（
本
名
、
ふ
り
が
な
つ

き
）、生
年
月
日
、性
別
お
よ
び
職
業（
な

る
べ
く
具
体
的
に
）
を
縦
書
き
で
書
い

て
く
だ
さ
い
。無
職
の
場
合
は
、『
無
職
』

と
書
い
て
く
だ
さ
い
。（
以
前
に
職
業

に
就
い
た
こ
と
が
あ
る
場
合
に
は
、
な

る
べ
く
元
の
職
業
を
書
い
て
く
だ
さ

い
。）
な
お
、主
婦
の
場
合
は
、単
に
『
主

婦
』
と
書
い
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ

ん
。

③
用
紙
は
、
半
紙
と
し
、
記
載
事
項
は

全
て
毛
筆
で
自
書
し
て
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
海
外
か
ら
詠
進
す
る
場
合
は
、

用
紙
は
随
意
（
但
、
半
紙
サ
イ
ズ
24
㎝

×
33
㎝
の
横
長
）
と
し
、
毛
筆
で
な
く

平
成
27
年
歌
会
始
の
お
題
に

つ
い
て

お知らせ

て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

④
病
気
ま
た
は
身
体
障
害
の
た
め
毛
筆

に
て
自
書
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

は
左
記
に
よ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
代
筆
（
墨
書
）
に
よ
る
。
代
筆
理
由
、

代
筆
者
の
住
所
お
よ
び
氏
名
を
別
紙
に

書
い
て
詠
進
歌
に
添
え
て
く
だ
さ
い
。

・
本
人
が
ワ
ー
プ
ロ
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど

を
使
用
し
て
印
字
す
る
。
こ
の
場
合
、

こ
れ
ら
の
機
器
を
使
用
し
た
理
由
を
別

紙
に
書
い
て
詠
進
歌
に
添
え
て
く
だ
さ

い
。

・
視
覚
障
害
の
方
は
、
点
字
で
詠
進
し

て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

【
注
意
事
項
】　

　

次
の
場
合
に
は
、
詠
進
歌
は
失
格
と

な
り
ま
す
。

①
お
題
を
読
み
込
ん
で
い
な
い
場
合
・

短
歌
の
定
型
で
な
い
も
の
ま
た
用
紙
が

縦
長
の
場
合

②
一
人
で
二
首
以
上
詠
進
し
た
場
合
や

毛
筆
で
な
い
場
合

③
詠
進
歌
が
既
に
発
表
さ
れ
た
短
歌
と

同
一
ま
た
は
著
し
く
類
似
し
た
短
歌
で

あ
る
場
合

④
詠
進
歌
を
歌
会
始
の
行
わ
れ
る
以
前

に
、
新
聞
、
雑
誌
そ
の
他
の
出
版
物
、

年
賀
状
等
に
よ
り
発
表
し
た
場
合

⑤
詠
進
要
領
の
④
に
記
し
た
代
筆
の
理

由
書
を
添
え
た
場
合
を
除
き
、
同
筆
と

認
め
ら
れ
る
す
べ
て
の
詠
進
歌

⑥
住
所
、電
話
番
号
、氏
名
、生
年
月
日
、

性
別
、
職
業
を
書
い
て
い
な
い
も
の
そ

の
他
こ
の
詠
進
要
領
に
よ
ら
な
い
場
合

【
詠
進
の
期
間
】　

　

お
題
発
表
の
日
か
ら
９
月
30
日（
火
）

ま
で
と
し
、
郵
送
の
場
合
は
、
消
印
が

９
月
30
日
（
火
）
ま
で
の
も
の
を
有
効

と
し
ま
す
。

【
郵
便
の
あ
て
先
】　

　
『
〒
一
〇
〇
‐
八
一
一
一　

宮
内
庁
』

と
し
、
封
筒
に
『
詠
進
歌
』
と
書
き
添

え
て
く
だ
さ
い
。
詠
進
歌
は
、
小
さ
く

折
っ
て
封
入
し
て
差
し
支
え
あ
り
ま
せ

ん
。

※ 

疑
問
が
あ
る
場
合
に
は
、
直
接
、
宮

内
庁
式
部
職
あ
て
に
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
を
書
き
、
返
信
用
切

手
を
は
っ
た
封
筒
を
添
え
て
、
９

月
20
日
（
土
）
ま
で
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
宮
内
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
h
t
t
p
:
/
/

w
w
w
.
k
u
n
a
i
c
h
o
.

g
o
.
j
p
/
）
を
ご
参
照
く
だ
さ

い
。

（
注
）
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
つ
い
て

【
利
用
目
的
】

　

詠
進
歌
要
領
②
で
記
載
い
た
だ
い
た

個
人
情
報
は
、
歌
会
始
の
た
め
に
必
要

な
範
囲
で
利
用
し
ま
す
。

【
利
用
お
よ
び
提
供
の
制
限
】

　

法
令
に
基
づ
く
開
示
要
請
が
あ
っ
た

場
合
そ
の
他
特
別
な
理
由
が
あ
る
場
合

を
除
き
、
利
用
目
的
以
外
の
た
め
に
自

ら
利
用
し
、
ま
た
は
第
三
者
に
提
供
し

ま
せ
ん
。

県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
要

望
に
応
じ
て
、
県
政
の
課
題
や
重
点
施

策
な
ど
に
つ
い
て
県
職
員
が
直
接
お
伺

い
し
説
明
を
行
う
『
か
ご
し
ま
県
政
出

前
セ
ミ
ナ
ー
』
の
申
し
込
み
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

【
対
象
】

お
お
む
ね
20
名
以
上
の
参
加
が
見
込

め
る
会
合
や
研
修
会
な
ど

【
実
施
時
間
】

10
時
〜
21
時
（
土
・
日
・
祝
日
は
10

時
〜
17
時
）

【
申
込
方
法
】

開
催
希
望
日
の
１
か
月
前
ま
で
に
郵

便
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
な
ど
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

県
庁
広
報
課

☎
0
9
9
‐
2
8
6
‐
2
0
9
3

FAX
0
9
9
‐
2
8
6
‐
2
1
1
9

か
ご
し
ま
県
政
出
前

セ
ミ
ナ
ー
申
込
受
付
中

お知らせ
　

県
で
は
、『
青
少
年
育
成
の
日
』、『
家

庭
の
日
』、『
育
児
の
日
』
を
毎
月
定
め
、

県
民
一
体
と
な
っ
て
青
少
年
の
健
全
育

成
、
子
育
て
支
援
な
ど
に
取
り
組
み
、

『
日
本
一
の
く
ら
し
先
進
県
』
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。

【
毎
月
第
３
土
曜
日
は
『
青
少
年
育
成

の
日
』】

　

地
域
活
動
へ
積
極
的
に
参
加
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
地
域
ぐ
る
み
で
青
少

年
の
健
全
育
成
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

【
毎
月
第
３
日
曜
日
は
『
家
庭
の
日
』】

家
族
の
ふ
れ
あ
う
機
会
をを
つつつつ
くくくくく
りりり
、、

明
る
い
家
庭
づ
く
り
に
努
めめ
まままま
しししし
ょょょ

う
。

【
毎
月
19
日
は
『
育
児
の
日
』】

　

１
人
ひ
と
り
が
、
家
庭
・
地
域
・
職

場
で
子
育
て
を
支
え
て
い
く
取
り
組
み

を
積
極
的
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

県
庁
青
少
年
男
女
共
同
参
画画
課課

☎
０
９
９
‐
２
８
６
‐
２
５５
５５
４４４４４

青
少
年
育
成
の
日
、
家
庭
の

日
、
育
児
の
日
に
つ
い
て

お知らせ

県
環
境
学
習
指
導
者
人
材材
ババ
ンン
ク
ン
クククククククククク

は
、
県
民
の
皆
さ
ま
に
、
県
内内内
各各各
地
各
地
各
地地
でででででででで

環
境
学
習
の
指
導
に
取
り
組
んんん
で
い
で
い
で
いいいいい
るるるるるる

方
に
つ
い
て
の
情
報
を
提
供
すすす
るるるるる
ももももも
ののののの

で
す
。

環
境
学
習
に
関
す
る
豊
富
ななな
経
験
経
験
経
験
経
験験験験験
ややややや

資
格
を
お
持
ち
の
方
の
情
報
ををを
掲
載
掲
載
掲
載
掲
載
しししししし

て
い
ま
す
の
で
、
地
域
や
学
校校校
で
環
で
環環環
境境境境

学
習
を
実
施
す
る
際
に
、
ぜ
ひひひ
ご
活
ご
活
ご
活
ご
活活
用用用用

く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ーー
ジジジジ
を
ご
を
ご
を
ご
を
ごごごご

覧
く
だ
さ
い
。

県
庁
地
球
温
暖
化
対
策
課

☎
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‐
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‐
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鹿
児
島
県
環
境
学
習
指
導
者

人
材
バ
ン
ク
の
ご
案
内

お知らせ

問

問問
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